
未来型図書館つながるミーティング

～本づくりワークショップから図書館を構想しよう～

【第 5回 開催報告】

１
開催概要

２
プログラム

◼ 日時 ： 2023年2月5日（日）13:30～16:00

◼ 開催場所 ： 第一地区コミュニティセンターホールA・B

◼ 参加者 ： 62名

（4歳～80代まで幅広い年齢層、

職種のみなさんにご参加いただきました）

1. 挨拶（宮橋市長、平賀座長）

2. オリエンテーション

3. グループ対話

（「本」の活用についての作戦会議、「本」のタイトル検討）

4. 「本」のタイトルの投票

5. まとめ・集合写真

３
対話内容

対話と活動の記録である「本」の

活用について作戦会議をしよう

対話 「未来型図書館」について考えてきたことをどうやってその先につなげていけるか

①対話と活動の記録である「本」の活用についての作戦会議

これまでのつながるミーティングでの対話と活動の記録である「本」は、
「自分たちにとってどんなものか」、「それを活用することでどうなって欲
しいか」、「誰に読んでほしいか」という観点からその活用の作戦を考える。

②「本」のタイトルを付ける

①で考えた「本」の目的や位置
づけをもとに、自分たちで
「本」にタイトルを付ける。



4
対話結果（「本」の活用についての作戦会議）

「＜わたしたち＞にとってこの本はどんなものか？」

市民・参加者
の想い

人々を
つなぐ

共創による
施設づくり
の過程

共創の
共有・拡張

まちを
知る・学ぶ

まちづくり
ワクワク
させる
動機付け

みんなに
向けたもの

願い

みんなの想いや願いが
たくさん詰まったもの

図書館を通して
市民のみなさんの
夢・希望が見える本

あらゆる人々を
つなぐ本

世代間交流のきっかけ

対話と活動の
記録

ずっとつくり続けていくための
スタートとなるもの

市民が協働してカタチを
残したもの

小松の街・人・暮らしを
図書館をつくることで再発見

小松を知って学んで
好きになる

埋もれている
小松の宝を光らせる本

今までの小松を知りこれからの
小松を考えるテキスト

ヒト・モノをつなげる

多様性の時代に向けてどんな人にも
対応できる本にして欲しい

暮らしを変えるための
「気づき」になる本

小松市の活動を
知れるもの

市民のつながりを
感じられるもの

小松の未来型図書館は与えられたものではなく
みんなで作り、運営していくのだ！

と伝えるもの

学びと体験へと導く本

ワクワク、期待を持たせる



「読んでもらうことでどんなことが起こるといいか？」

施設づくりと
周知・共有

参画への動機づけ・
自分ゴト化

まちへの
関心・活性化

＜プロセス＞
多様な考え方によって
生まれた図書館

新しい図書館のあり方を
知ってもらえるといい

認知をとる！！
取り組みを
知ってもらう

共感、共創したい

つながりが実感できる

みんな一人一人が
助け合える

人々と
つながる

図書館や公共施設に興味を
持ってくれる人が増える

図書館に愛着を持って
くれるようになる

未来型図書館づくりに
参画したくなる

まちゴトをじぶんゴトに
とらえる人がふえる

市民が関わっている
という事を
広く知らせたい

市民のひとりひとりが夢や希望が語
れる機会・場所、動機づくり

これから計画を前に進めていく
過程に関心を持つ人を増やしていく

知らなかった小松のよい点を
再発見してもらう

小松ってなんか面白いね、
楽しいねと思ってくれる

人が増える

小松に行きたくなる
（住みたくなる）

未来への希望

わくわくする

小松で妄想する人が増える。
未来を描く人が増える

次に進む1歩に
なると良い



「誰に読んでもらいたいか？」

子ども・
子育て世代

若者・
学生 小松市民・

石川県民

在住
外国人

障害を
持っている
人

小松に
来た人 小松市外に

住む人

小松市に
関心がある
人

図書館に
来た人

施設づくり・
この取り組みに
ついて知らない・
遠い存在

人と
つながりたい人

まちづくりや
何かに

挑戦したい人

たくさんの活用作戦が生まれました！
これらから実際に取り組んでいく作戦を検討していきます。

「この本をどのように活用するといいか？」

小松市のLINEで
紹介する

図書館の
入り口で

参画できるような
投げかけ

Web掲載、
市のHPで

電子書籍化

読んだ人同士がつながる
ワークショップとか

学校で学びとワークショップの
教材として活用

映像化



5
対話結果（「本」のタイトル案）

各グループの対話から、以下の「本」のタイトル案が生まれました。

グループ① グループ② グループ③ グループ④

こまつの
あした、
あさって、
しあさって

―未来型図書館づくり第1章―

TOMONI

TSUKURU

よもっさ！

～こまつの声～
妄想トリセツ

グループ⑤ グループ⑥ グループ⑦ グループ⑧

わくわくしよっさ！

～未来型図書館が
やってくる～

きっとあなたも

来たくなる

…未来型図書館の作り方…

未来への

かいだん

あなたとつくる

未来のハナシ

こまつどーなるんけ？


